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テレビ CM における音量合戦と
その実態
Battles of acoustic volumes 










































































































































































































































































































































































































































































Battles of acoustic volumes on all fronts of TV Advertisements 
現在もあまり改善されていない。音の平均レベルが高
いと、視聴者にとっては「やかましい」と感じる。また、
音量合戦の要因である、ゆがんだ音、耳障りな音もう
るさく感じる。静かなCMの直後や、自分に興味のな
い種類のCMは、そのCMの音が特別に大きくなくても
うるさいと感じることがある。視聴者が「CM の音がう
るさい」と感じるのは、音量だけでなく、音質や環境的・
心理的な要因もからんでくる。クスクスと笑われた要
因、それは日本のCMのセンスが他国のセンスとギャ
ップがあり生じたせいである。先に述べた不快な感覚
を視聴者に与えるということはCM自体もイメージの
部分でマイナスになるのでは無いだろうか?いったん
「うるさいなぁ」と感じたCMが再度流れるとき、きっ
と頭の中には、「あっあのCMだ」と思い出してしまう
だろう。これはイメージを売りにしているスポンサー
にとっても良くない話だ。必要あれとばかりに音量を
稼いだ結果、逆の効果を生んでしまうことを肝に銘じ
て欲しい。CMを制作するに当たって、当然避けては通
れないスポンサーとのやりとり。無理難題を注文され
それに対応するミキサーの方々。最終チェックにやっ
て来たスポンサーに聞かせる音は、テレビで放送され
る音質とは違う音質に聞こえてしまう。それは単純に
スタジオのマスターアウトをテレビへ直接つないだだ
けでは放送の音にならないからだ。電波という波にの
って流れる再生能力を十分に理解しミックスしなけれ
ば一生ここで述べた音量合戦を行って行かなくてはな
らない。デジタル化が始まった現在もっともっと高音
質で再生できる出力機器やテレビを生産し普及させて
欲しいものだ。現況でも音量合戦は後を絶たない。テ
レビという孤立した世界の中での音作りは相当、特別
なものになってしまっているが、CMを含め電波に乗せ
る音声を扱う人間全てにこの状況を呼びかける事で深
く理解、反省し対応していかなくてはならない。
参考情報
ビデオ撮影＆編集のＱテイク http://qtake.hp.infoseek.co.jp/3-4.html
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